
東かがわ市の課題： 
 

  統一地方選挙を踏まえた立候補予定者のご意見が投函されていますが、現職議員の政策や抱

負を読むとなんでそれをこれまでやってこんかったんな？と思うことが多々あり、

がっかりさせられます。さて、私が考える政策ですが、 

 

街の活性化が必要では？： 
 

  白鳥の市庁舎周辺に施設や道路が集中し、他地域の衰退が目立ちます。私なら、海と山が隣

接し、かつ福栄・五名など奥深い市の地形を生かした街づくりを市民や専門家と共に考えま

す。繁栄していた頃の旧三町のそれぞれの特質を生かした街づくりが必要です。 

 

高速道路の活用は？： 
 

  せっかく高速道路ができて便利になりましたがサービスエリアがありません。坂元とか南野

あたりの景色の良い高台にサービスエリアを誘致し地元農産物販売所や海鮮料理店を設

けるとか、トラマル公園を再整備し高速と一般道からアクセスできるアウトレット・ショッ

ピングセンターはどうでしょうか？道路を有効利用する政策が必要です。 

 

無駄な箱物を作っていませんか？： 
 

  例えば旧三本松公民館が撤去され、コミュニティセンターが作られています。三本松地区の

人口減と高齢化を考えればコミュニティセンターよりも高齢者福祉施設の方が実情

に即しています。 

 

高齢化対策は大丈夫ですか？： 
 

  当市の実情を考えれば、高齢者福祉施設の拡充は待ったなしです。例えば、廃校予定の

小中学校を福祉施設に改造することでコストを抑えることもできましょう。さらに、そ

こで働く人の雇用も増えます。多くの入所待ちの高齢者を考えれば、直ちに着手すべきです。 

 

若者の定住策は？： 
 

  事業者の繁栄は人口増に直結します。市や県からは地元産業への手厚い支援が必要で

す。他の立候補予定者の御意見にもありますが、子育て支援、医療費支援、通勤費補

助なども若い人達の定住につながりうる直接的支援で私も賛同します。 

 

農林水産業の将来は？： 
 

農林水産業、特に農業は TPPと農協が問題で国レベルの施策が必要です。こういうことに

も、地域がそして地方議員が国会議員と連携し国レベルの改革を訴えるべきです。 

 

最後に： 
 

  市では年間 160 億円、県では年間 4600 億円ものお金を使っています。殆どすべて皆さ

んが納めたお金です。市民県民の今と将来を考えた使い方をしていただきたいと思います。 


